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 資料解説  

 

 

地方分権改革推進委員会『第２次勧告～「地 
方政府」の確立に向けた地方の役割と自主性 
の拡大～』の取りまとめに係る経過について 

 

 

上 林 陽 治 

 

 

 地方分権改革推進委員会（以下、委員会と略す）は、12月８日、『第２次勧告～「地方

政府」の確立に向けた地方の役割と自主性の拡大～』（以下、『第２次勧告』と略す）を

取りまとめ、同日、丹羽宇一郎同委員会委員長から麻生首相に手交された。 

 『第２次勧告』は、２章立てになっており、第１章は地方自治体に対する法令による義

務付け・枠付けの見直しと条例制定権の拡大、第２章は国の出先機関の見直しと地方の役

割の拡大となっている。なお、『第２次勧告』には、別紙１として「義務付け・枠付けの

メルクマール該当・非該当の判断」、別紙２として「個別出先機関の事務権限の見直し事

項一覧表」、別添試算として「国の出先機関改革に関する試算」が付されている。（後掲

の資料からは省略） 

 『第２次勧告』の内容の紹介と分析については、次号以降に譲ることとし、ここでは、

『第２次勧告』をめぐる若干の経過について記しておくこととしたい。 

1. 『第１次勧告』が2008年５月28日に取りまとめられ、福田総理（当時）に手交され

（５月30日）、政府部内の調整を経て、政府内の地方分権改革推進本部が「地方分権改

革推進要綱（第一次）」を決定したのが６月20日で、第２次勧告にむけた実質的な調査

審議が委員会で開始されたのは、６月26日の第50回委員会からである。 

  『第２次勧告』が取りまとめられた12月８日の第69回委員会まで、20回の委員会が開

催されたことになるが、その間、８月１日の第55回委員会で『国の出先機関の見直しに

関する中間報告』（以下、『中間報告』と略す）を取りまとめるまでは、国の地方支分

部局いわゆる出先機関の整理統合課題を中心として調査審議が行われ、９月１日の第56

回委員会からは義務付け・枠付けの見直し課題を中心として委員会が開催されてきた。 
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2. 『第２次勧告』取りまとめまで、委員会と地方分権推進本部長たる総理との間で数回

にわたって会談等が持たれたが、その内容は以下のとおりである。 

  第１に、『中間報告』に関して、2008年８月５日に開催された第５回地方分権改革推

進本部に委員会から報告された。 

  第２に、10月30日、麻生総理は、①２兆円規模の定額給付金の配布、②道路特定財源

の一般財源化に際し１兆円を地方財源とする、③３年後の増税その前の大胆な行革等を

柱とする「国民のための経済対策」を公表したが、その１週間後の11月６日に、丹羽委

員長を官邸に呼び、概要、以下の指示を行った。 

  「1. 出先機関の廃止については、二重行政の廃止、国会や国民の目の届かない出先

機関を、住民の目の届くものにする、地方再生、地域振興の観点から、抜本的な統廃

合をしてほしい。例えば、地方農政局、地方整備局など。2. 国による義務付け・枠

付けの廃止については、お話のあった事例（保育所の面積基準、公営住宅の入居基準

の事例）などは、地方の裁量にゆだねればよい。3. 私の趣旨に沿った勧告を、早急

にしてほしい。それを、私が直接受け取り、年内に決断する。4. 10月30日に『３年

後の増税、その前に大胆な行革』と言った。そのひとつ。ただし、官僚をいじめるこ

とは、よくない。国民が納得する大胆な行革が必要。しかし、公務員の削減・移行は

丁寧にやってほしい」。 

  委員会では、上記の総理指示が11月11日の第65回委員会で紹介され、第２次勧告の取

りまとめに際し、総理発言を踏まえたものとすることで概ね一致した。 

3. 『第１次勧告』の取りまとめ時においては、５月１日に開催された第45回委員会で第

１次勧告の構成イメージ（案）が提出されたが、『第２次勧告』に際しては、そういっ

たものは提示されないまま取りまとめが行われた。 

  また、義務付け・枠付けの見直しを内容とする第１章と、出先機関見直しに係る第２

章とでは、委員会での審議状況は対称的なものとなった。すなわち、第１章の義務付

け・枠付けの見直しに関しては、11月19日の第66回委員会に構成（案)(１)、11月26日の

第67回委員会に「素案｣(２)、12月２日の第68回委員会に「案｣(３)が提出され、12月８日

の第69回委員会で最終的に取りまとめが行われたのであるが、第２章の「国の出先機関

の見直しと地方の役割の拡大」に関しては、12月２日の第68回委員会に「国の出先機関

の抜本的な統廃合（イメージ）｣(４)と称するポンチ絵が提出され、その後、各委員等へ

の文案送付と意見聴取、寄せられた意見を踏まえての加筆修正を経て、12月８日の第69

回委員会の平場にはじめて第２章(５)が文章として提出されたのである。 
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4. 12月８日の第69回委員会は、その開始時刻は13時30分。同日17時30分には、麻生総理

に第２次勧告を提出するスケジュールとなっていた。 

  当日の委員会では、特に第２章をめぐって、大幅な構成の変更と加筆修正が行われた。 

  すなわち、委員会に提出された原案(６)では第６節になっていた「出先機関の改革の

実現に向けて」が、丹羽委員長提案により、急遽、第４節に構成変更され、原案の「第

４節 個別出先機関の事務・権限の見直しと組織の改革」ならびに「第５節 事務・権

限と組織の見直しに伴う人員及び財源の取扱い」が、それぞれ第５節ならびに第６節に

変更された。さらに、新４節には、これも委員長提案により、「これらの改革により、

別添試算のとおり、まず総人件費改革などでも定められた約7,700人の人員削減を行う

とともに、直轄国道や一級河川の地方への移管、農林統計等の農政関係の事務の見直し

を中心に１万人程度を出先機関から地方に移す。さらに将来的には、国のハローワーク

や公共事業関係の職員の地方への移管を行うことなどにより、出先機関職員のうち、合

計３万5,000人程度の削減を目指すべきであると考える」が加筆・挿入されるとともに、

席上配布された「国の出先機関改革に関する試算｣(７)の一部を別添試算として『第２次

勧告』に添付することとされたのである。 

5. 12月８日当日の委員会では、各委員よりさらなる修正意見が出され、それらを反映し

修正箇所を明示した文書が配布されて、委員確認のうえ、『第２次勧告』を取りまとめ

ることとなった。そして、麻生総理に提出されたのである。 

  しかし、その後、委員の関知しないところで事務局により勧告内に一文が挿入された

のではないかという疑念が生じ、12月16日、急遽、第70回委員会が開催され、後掲資料

133ページに掲載する「決議」が委員会で決定することとなった。 

  挿入されたといわれる一文とは、第２章「国の出先機関の見直しと地方の役割の拡

大」の「第４節 出先機関の改革の実現に向けて」の末尾の次の文章である。 

   「以上を踏まえ、政府に対して具体的な措置を求める事項は、５（節）及び６

（節）のとおりである」（カッコ内は筆者挿入）。 

  第２章は、第１節から第３節は考え方を述べ、この後に問題の第４節「出先機関の改

革の実現に向けて」が続き、そして、第５節「個別出先機関の事務・権限の見直しと組

織の改革」、第６節「事務・権限と組織の見直しに伴う人員及び財源の取扱い」として

具体的提言が述べられている。先に引用したように、挿入されたといわれる一文におけ

る「政府に対して具体的な措置を求める事項」とは、年度末までに策定することとされ

ている出先機関見直しの工程表のことであり、「具体的な措置を求める事項は、５
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（節）及び６（節）のとおり」では、第４節の人員削減提言が工程表に含まれないこと

になりかねない。 

  そこで、委員会では、決議（案）が委員長から読み上げられ、第４節から第６節が、

政府に具体的な措置を求め、工程表に加えられるべきものとの解釈をあらためて示した

ものである。 

6. 年明け後に再開される委員会では、第３次勧告にむけた調査審議が始められる。第３

次勧告では、地方税財源の充実・確保、義務付け・枠付けの見直しの具体的な措置等を

主な内容とし、３月末までに取りまとめる予定としている。 

（かんばやし ようじ (財)地方自治総合研究所研究員） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

【注】 

(１) 第66回委員会 資料１ 小早川委員提出資料「義務付け・枠付けの見直し方針について

（案）」 

(２) 第67回委員会 資料３「第２次勧告（義務付け・枠付け関連部分）（素案）」 

(３) 第68回委員会 資料３－１ 「第２次勧告原案」 

(４) 第68回委員会 資料２ 「国の出先機関の抜本的な統廃合（イメージ）」 

(５) 第69回委員会 資料１ 第２次勧告（案）本文 

(６) 前掲(５)参照 

(７) 第69回委員会 丹羽委員長席上配布資料 
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